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第 一章 緒 言及 ビ7ド ラー、 ラ4マ ン氏 法

余 ハ 先 二 日本 固 有 ノ紙 テ用 ヒテ、血 液 滴 像 法 テ

研 究 シ、 奉 書 紙 杉原 、丈 長 等 ノ諸 紙 ハ血 液 ノ

吸 牧 ヨ ク、 滴 塚 法 ノ研 究 二好都 合 ナ ル コ トラ實

験 シ、 叉 色 素 ドメ チー レ ン、 ブ ラ ウ」、「ト リパ フ

ラ ビ ンJ、 「ピ リル ピ ン」、 「ヘ モ グ ロ ビ ン」、 「コ

ン ゴー、ロー ト」含 有 血 清 ノ滴 像 二於 テ上 記 色 素

ハ各 固有 ノ位 置 二集 合 セ ン トスル傾 向 アル コ ト

テ實 験 報 告 セ リ。 即 チ「コ ンゴー、 ロー ト」含 有

血 清 滴 像 二於 テ色 素 ガ滴 像 全 禮 二李 等 二分 布 ス

ル テ知 レ リ。 文1猷 テ 見 ル ニ1925年Adleru.

Reimannハ 「コ ンゴー、 ロー トJ水 溶液 ノー 定

量 テ血 管 内 二注 射 シ、 一 定 時 間後 二探 血 シ、 其

ノ血 清 ノ著 色 度 ニ ヨ リ網 駄 織 内被 細胞 系 統 ノ機

能 如 何 ラ追 及 セ ン トセ リ。爾 來Paschkis(1928),

Willensky(1928),Winternitz〈1925),上 田(1926)、

上 田 、原 田(1928)、 勝 矢(1928)、 石 原(1928)等 ノ

諸 氏 ノ研 究 ア リテ、 本 細 胞 系 ノ機 能 ト疾 病 ノ経

過 及 ビ豫 後 トノ關係 テ知 ラ ン トスル機蓮 二向 ヒ

ツ ・ア リ シモ、1930年 武 田氏 ハAdleru.Rei-

mann氏 法 二封 スル疑 義 テ色 素 ノ清 失封犬態 ノ意

義 二置 キ、 果 シテAdleru.Reimann(1925)ノ

椴 定 ガ正 シキ ヤ否 ラ試 ミ本 法 ハ肝 臓 外 一 般 網 状

織 内被 細 胞 ノ「コ ンゴー、 ロー ト」囁取 ノ指 針 ト

ナ リ能 ハ ズ シテ肝 臓 ノ色 素排 泄 障 碍 ノ指 針 トナ

シ得 ル モ、 ソ レガ果 シテ機 械 的 排 泄 障 碍 二依 ル

ヤ或 ハ星 芒 歌 細 胞 ソ ノ他 細 胞 ノ機 能 障 碍 二依 ル

ヤハ本 法 ノ ミテ以 テ判 定 シ能 ハザ ル ヲ報 ぜ リ。

然 レ ドモ吸 牧 可 良 ナ ル 奉 書 紙 上 二作 レル「コ ン

ゴー 、 ロー トJ含有 血清 滴 像 ニ ヨ リ血 中 「コン ゴ

ー 、 ロー ト」ノ時 間 的 潰 長 テ 知 ラ ン トスル モ亦

興 味 ア ル問題 ナ リ ト云 ハ ザ ルベ カ ラズ。 即 チ本

法 バー方 二於 テ「コ ン ゴー、 ロー ト」標 準 比 較 血

清滴 像 テ作 リ、 他 方 二於 テ同 色 素 血管 内注 射後

一定 時 間 二探 血 シ ソ ノ血 清滴 像 ラ作 リ前 者 ト比

色 スル コ トニ依 リ血 清 中 ノ含 有 色 素量 テ測 定 ス

ル方 法 ニ シテ余 ハ健康 家 兎拉 結 核 家 兎 二於 ケル

色 素 血 管 内注 射後 ノ同 色 素 ノ時間 的 血 中残 存 量

テ検 査 セル他 、松 浦 氏(1933)ガ 健 康 人 尿 中 二肝

臓 機 能 充進 性 物 質 ノ存 在 スル テ「ア ゾ フ ク シ ン」

ラ用 ヒテ縮 輸鷹 管 ヨ リノ排 泄 量 二就 キ テ報 告 セ

ル ニ鑑 ミ、 余 ハ健 康 人 尿 拉 二肺 結 核 患者 尿 ガ血

中 「コ ンゴー 、 ロー ト」量 ノ浩 長 二如何 ナ ル影響

テ及 ボ スベ キ ヤ ラ血 清 滴 像 テ慮 用 シテ實 験 テ施

行 シー 定 ノ成 績 テ得 タ レバ之 テ報 告 セ ン トス。

併 セ テ ア ドラー、 ラ イマ ン氏 法 二就 キ テ簡 軍 二

記 セ バ次 ノ如 シリ

Adleru.Reimann(1925)ニ ヨレバ網状織内被細胞系

統 二隔 スル細胞機能 中、異物囁取機榑 ハ其 ノ主 ナ,レ機

能 ノ1ツ ニ シテ血行 内二注入 セ ラレタル異物 ガ 遽 カ

ニ減少乃至消失 スルハ本 系細胞機能 ノ 旺盛 ナンレヲ意

味 シ反之減少 が 緩徐ナ ル カ叉殆 ソド減少 セザルハ機

能不全 トセラル。師 チ外部 ヨ リ輸入セ ラレタル血 中異
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物 二封スル有機禮 ノ除去能力 ヲ撒 量的 二現 ハ シ次 デ

本系機能 ノ全般 ヲ窺 フ標準 トス.

血 中二輸入 セ ラルベキ異物 ハ、人盤 二何 等危 瞼 ヲ及 ポ

サズ且 ツ注入 二因ル反鷹 ナク、容易 二細 胞 二撮 取サ レ

得ルモノ.微 細膠質 レナ リ且 ツ禰散性 ナルモノ。血清

中ニテ其 ノ存否及 ビ分 量 ヲ認知 シ易 キ物 ヲ適當 トス,

「コソゴー、 ローb」 〔K◎ngorot(Griibler◎d.Merk)〕

ハ前記條件 ヲ 具備スル酸性生謹染 色性色素 ニテ血 中

二注入 サル レバ ジグモ ソ ド氏 ノ 所謂沿岸細胞 二速 カ

ニ囁取サ レ其 ノ大部 分 ハ 鵬汁 二移行 シ尿 中二出ヅル

ハ痕跡 二過 ギズ。且 ツ血 清 ヲ染 色スル力強 キタメ比色

二便ナル ト血液 中 ノ含量 ハ生理的二時間 ヲ経 ルニ從

ヒ封籔的 二減少落下スル牛値 時(Halbwertzeit)即 チ血

中 ノ色素量 が 注射當初 ノ牛バニ達 スル迄 ノ輕過時間

ハ健 康人 ニ テ ハ注 射 後1時 間 牛 ヲ要 ス。

然 レ ドモ此 ノ牛 値 時 ヲ 各 個 ノ場 合 豫 知 ス ル コ ト 不

可能 ナ ル タ メ検 査 法 トシテ ハ 注 射 後1時 間 ノ 落 下 値

(Abfall)b注 射 後4分 ノ値 トヲ検 知 ン比 較 ス。此 ノ比

ヲ「=ソ ゴー、ロー ト」系 数(K◎ngortindex.K.1.)ト 稽

シ、 生理 的 ニ ハ其 ノ動 揺 少 シ ト(51乃 至70)セ ラ ルe

但 シ 「コ ソゴ ー、m一 ト」ハ實験 上 其 ノ使 用 量 及 ビ製 晶

ノ種 類 ニ ヨ リ成 績 二攣 化 ヲ來 サ ズ。而 シテ此 ノ系轍 ノ

値 ノ小 ナ,レハ網 歌 織 内被 細 胞 ノ 「コ ソ ゴー、 ロー ㌧

二封 ス ノレ振 取 機 能 大 ナ ル ヲ示 シ、本細 胞 系 ノ機 能 充 進

ヲ意 味 ス.

此 ノ系鍛 ノ値 大 ナ1レハ 色 素 撮 取 能 力 ノ減 退 ヲ 示 シ機

能 低 下 ノ徴 トセ ラ,レ.

第 二章 血清 滴像Sヨ ル「コ ンゴー、 ロー ト」試験 法

余 ハ1.0%』 ンゴーsv-一 トJ(Grifbler)水 溶 液

1.0耗 テ健 康 家 兎 血 清9.0耗 二混 ジ タルO、01gr

%「 コ ンゴー・vロー トJ含有 血 清 テ原 液 トナ シ、而

シテ原 液 ラ第1表 二示 ス如 ク家 兎 血 清 ニ テ順 次

稀 繹 シ、 蒲 掃 セ ル乾 燥 滅 菌 試 験 管 二19種 ノ「コ

ンゴー、ロー ト」含 有 血 清 ラ分 テ リ。 上 記各 種稀

繹 血清 ノ2滴 宛 ヲ奉 書 紙 上 二滴 下 シ血 清 滴 像 テ

作 レ リ。 之 ラ標 準比 色滴 像 トセ リ。 上 記滴 像 ハ

「コン ゴー
、 ロー ト」量 二比 例 シテ滴 像 著 色調 二

濃淡 テ現 ハ シ、 「コ ン ゴー 、ロー ト」量0.0002gr

%含 有血 清 滴 像 マ デ 「コンゴー、ロー ト」ノ色 調 テ

謹 明 スル ヲ得 タ リ。(上記 滴 像ノ、暗 所 二貯藏 ス ル

トキハ撒 ケ月 後 モ爾 ホ退 色 拉 二攣 色 セザ リキ〉。

他 方 二於 テ健 康 家 兎、結核 家 兎 ニー定 量 ノ「コ ン

ゴー、 ロー ト」(Grifbler>水 溶 液 ラ耳 静 脈 内 二注

射 シ毎15分 後 ノ心臓 穿 刺 動 脈 血 テ探 リ、血 清分

離 ラ侯 チ奉 書紙 上 二血 清 滴 像 テ作 レ リ。而 シテ

上記滴 際 色 調 ト前 者 色 調 トヲ比 色 シ、 以 ツ テ實

験 動物 ノ血 中 「コ ン ゴー 、 ロー ト」ノ時 間 的残 存

量 ラ知 ラ ン トセ リ。 而 シテ1時 間 後ノ 残 存 量 ト

15分 後 ノ残 存 量 ノ比 ラ 「コ ン ゴー ロー トJ系撒

トシテ表 ハ セ リ。

本 實験 ハ縛 テ家 兎 ノ室 腹 時 二之 テ行 ヘ リ。

探 血 ニ ハ溶 血 テ起 サ シメザ ル可 ク注 意 シ、 溶血

ナ キ例 ノ ミニ就 キ テ検 索 スル コ ト ・セ リ。 次 二

此 法 ニ ヨル次 ノ如 キ實 験 ラ記 セ ン トス。

第 1 表

1.0%1コ ソゴー、◎-b水 溶 液(1、Oαo)

+家 兎 血清(99.Ooの ヲ原 液 トヌ

番 號 原液稼 兎酬 賭 磁湯
1 原 液100.Oqα

㎝

0。UIgr%

2 9.Ooα 十1.0α 砿 0、{109,,

3 8.0,,十2.0,, 0,008,,

4 7.0,,十3.0,, 0,007。,

5 6.0,,十4.0,, 0,006,,

6 5.0,,十5.0,, 0,005,,

7 4.0,,十6。0,, 0,004,,

8 3.0、,十7.0,, 0,003,,

9 2.0,,十8.0,, 0,002,,

10 1.0,,十9.0,, 0,001,,

11 0.9,,十 〇.1,, 0.0009,,

12 0.8,,十 〇。2,, 0.0008,。

13 0.7,,十 〇.3,, 0.0007,,

14 0.6,,十 〇.4,, 0。0006,,

15 0.6,,十 〇.5り 0.0005,,

16 0。4,,十 〇.6,, 0.0004,,

17 0。3,,十 〇.7,, 0.0003,,

18 0.2、,十 〇.8,, 0.0002,,

19 0.1.,十 〇.9、, 0.00m,,
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第三章 實駿成績

第 一一節 健 康 家 兎 ノ成 績

O.9乃 至3.0妊 ノ 幼i若雌 雄 健 康 家 兎 二毎 冠0・5

%「 コ ン ゴー 、 ローFJ水 溶 液1・0琵 テ耳 艀脈 内

二注 射 セ リ。 而 シ テ短15分 後 二 心 臓 穿刺 ニ テ

動 脈 血.テ探 血 シ、血 清分 離 テ倹 チ、 奉 書 紙 上 二

第2表

血 清 滴 像 ラ作 リ、 溶 血 ナ キ モ ノノ 更二就 キ テ前

記 記載 ノ標 準 比 色滴 像 ト比 色 シ、以 テ血 中 「コ ン

ゴー、 ロー ト」量 ヲ 測 定 セル ニ第2表 二示 ス如

シo

健 康 家 兎 二於 ケ ル血 中 「コ ソゴー、 ロー ト」量 ノ時 間 的 消 長

動物
番號 盟重 性 色 素

注射量

血 中 「コ ソゴ ー、 鷲 一 ト」ノ時 間 的 磯 存 蔽(gr%)
ドコ ン ゴ

ー
、 ロ

ー ト」

系 倣
・5・13・ ・{45・16・ ・{9・ ・}・ ・5・1・2・・13δ ・

1 3000 ♂ 3.0こ 砿 0,006 0,003 0,002 0・001{0・0005 一 一 一 17.0

3 2950 膨,

♀

2.0,, 0,007 0,006 0,003 0.0010.0005 一 一 一 14.0

4 2960 3.0,, 0,005 0,003 0,001 0.0010,007 幽 一 一 20.0

6 2890 夢, 2。9,, 0,006 0,005 0,002 0・002[0・001 一 一 一 33.0

7 1800 ♂ 1.8,, 0,007 0,005 0,004 0。0020.OOO9 り

一 一 一 29.0

コ0 1870 ,, 1.9,, 0,007 0,005 0,004 0.00210.0009 一 一 一 29.0

11 1770 ♀

,,

1。8,, 0,006 0,003 0,001 0.000&0.00051 一 一 一 13.0

12 1650 1。7鱒 0,005 0,003 0,001 0.00070.0005 一 一 一 14.0

14 900 舎 0.9,、 0,007 0,005 0,003 0.001iO.0006 一 一 一 14.0

15 1010 ,》

♀

嚢,

1。0,, 0,005 0,003 0,001

宇

0・ooogiO・0005 一 一 一 18.0

16 1020 1.0,, 0,006 0,003 0,002 0.001iO.0005 一 一 一 17.0

20 114d 1.1,, 0,005 0,004 ・…3{…01iO・0007 一 一 一 20.0

李 均 0,006 0,004 0.00225ρ.0012iO.00065
一 一 一 20.0

即 チ15分 後 ニ ハ血 中 「コ ンゴー、ローF」 量 李 均

O.006gr%テ 示 シ、90分 後 ニ ハ 爾0.OOO65gr%

チ示 セ ル モ、105分 後 ニ ハ、何 レモ血 中 ザコ ン ゴ

ー一、ロー ト」テ謹 明 スル コ ト能 ハ ザ リキ。

以 上 ノ如 ク健 康 家 兎 ハ幼 若 雌 雄 、 何 レノ場 合 二

於 テ モ血 中 「コ ンゴー 、 ロー ト」ラ識 明 シ得 ル ハ

注 射 後90分 ニ シテ、105分 以 後 ハ之 ラ詮 明 スル

コ ト能 ハザ ル ガ如 シ。

「コ ンゴー 、ロー5」 系激 ハ李 均20・0テ 算 セ リ。

第 二 節 結 核 戚 染 家 兎 ノ 成 績

2.0冠 内外 ノ雄 性 健 康 家 兎 テ3群 二分 チ、 第1

第3表

群 二今 村 内科 所 藏 ノ 牛 型 結 核菌50分 ノ1通 宛

テ、 第2群 二 同菌10分 ノ1地 宛 気 第3群 二同

菌1.0瑳 宛 ラ耳 艀 賑 内 二注 射 シ、 結核 二感 染 セ

シメ タ リ。 而 シテ感 染 後5週 間 テ経過 セル 上記

各 群 二就 キ テ血 中 「コ ンゴー、 ロー ト」ノ時 間 的

残 存 量 ラ前 章 記 載 方 法 ニ ヨ リ検 査 セ リ。

第 一 項 第1群 二於 ケ ル成績

牛 型 結 核菌50分 ノ1匙 テ 注 射 感 染 セ シメ タル

結 核 家 兎 ノ溶 血 テ起 サ ザ リシモ ノ ノ ミノ成 績 ハ

第3表 二示 ス如 シ。

1/50竈 牛 型 結 核 菌 感染 結 核 家 兎 二於 ケ,レ血 中 「コ ン ゴー、ra一 ト」ノ時 間 的 消 長

動物
番號 盟重 性 色 素

注射騒 ・引

21 2100 舎 2.1c,o 0,008

22 1950 ⊥
官整

1.95,,

2。15,,

0.01

24 2180 飢 。。81

・引 剛4胡
血 中 「っ ソゴ ー、"一 ト」ノ時 間 的残 存 量(gr%)

60rgorl

-O。006io.0040。0020.0007--

0。0060,0030。OO10.0005欄 一 一一

〇.0020。0010.OOO90。0005-一

・副 ・刺 ・35i

1コ ソ ゴ

ロ
、 ロ

ー トj

剰 敬

25.0

10。0

12。5
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25 2070 ,雲 2.1,, 10,008 0,005
{0
,006 0,004 0,001 一 一 一 20.0

卿 2200 ,, 2.2,, 0,008 0・006/0・003 0,001 0.0005 一 一 一 12.5

李 均 0.0066 0.005b.00340.00178 0.000641 一 一 一 28.0

即 チ15分 後 ニ ハ 血 中 「コ ン ゴ ー 、ロー ト」量 李 均

O。0066gr%ラ 示 シ90分 後 ニ ハ 爾0.00064gr%

ヲ示 セ ル モ 、105分 後 ニ ハ 何 レ モ 血 中 「コ ン ゴー 、

ロー ト」テ詮 明 ス ル コ ト能 ハ ザ リキ 。

「コ ン ゴー
、 ロ ー ト」系 藪 ハ 李 均28.0テ 算 セ リ。

第二 項 第2群 ノ成績

牛 型 結 核 菌10分 ノ1彪 ラ 注 射 シ感 染 セ シメ タ

ル結 核 家 兎 ノ溶 血 テ起 サ ザ リ シモ ノ ノ ミ ノ成 績

ハ第4表 二示 ス如 シ。

即 チ15分 後 ニハ血 中 ドコ ンゴー一、ロー ト」量 李 均

第4表1110選 牛 型 結核 菌 感染 家 兎 二於 ケ)L・血 中r=ソ ゴーkm… 一ト」量 ノ時 間 的清 長

動物 髄重
番號

矧

素
螢射

色
注

性
血 中 「っ ソゴー、 口・一 ト」ノ時 間 的残 存 量(gr%)

3・・145・6・ ・ 9帽 ・・51・ 刎 ・35i

ザコ ン ゴ

ー 、 臓

・一 ト」

系 数

28 2120♂ 2.1c.α 0.006{ 0・005iO・0010・0009 0.0008一 齢 一・ 一 15.0

30 1970,, 2.0,, 0.01 0。0070。0030,001
1

0.00080。0005-一 10.0

32 2000 ,, 2.0,, 0,007 0・005{0・0020・0009 0.0005-一 一 一 13.0

33 1990 ,, 2.0,, 0.01 0・00610・0050・003 0。002-一 一 一 30.0

34 1S50 3, i1.85"0,007 0・00510・003 0,001 0.0006-一___ 14.O

李 均 0,008
　0

.004160.0028 0.00136 0.0008140。0001一 騨一 17.0

O.008gr%テ 示 シ、90分 後 ニ ハO。OOO814gr%

ヲ示 シ,105An後 ニ ハ 血 中 「コ ン ゴ ー 、Pt-tト 」子

鐙 明 ス ル コ ト能 ハ ザ リ シ4例 ア ル モ 、 残 リ1例

ハO.005gr%テ 示 シ、120分 後 ニ ハ 血 中 「コ ン ゴ

ー 、ロ ー ト」量 ラ 謹 明 ス ル コ ト能 ハ ザ リ キ。

「コ ンゴー
、 ロー ト」系 撒 ハ李 均17.0ラ 算 セ リ。

第 三項 第3群 ノ成 績

牛型 結 核 菌1選 テ注 射 シ感 染 セ シメ タル結 核家

兎 ノ溶 血 テ起 サ ザ リ シモ ノ ノ ミノ成績 ハ第5表

二示 ス如 シ。

第5表1竈 牛型結核菌感染結核家 兎二於ケ ル血 中「コソゴー、 ローb」量 ノ時間的清長

動物
番號
一一一

盤重 性
1色 素

注射量i

1血 中rコ ソゴ ー、 ロー ト」ノ時 間 的 残 存 量(gr%)
垂コyゴ

員
、 ロ

ー ト」

系 轍
・5・13・ ・} 451 60' 901 1051 120ノ 135ノ

35 2300 ♂ 轟蔦層・鵬/0・009 0・00810・007 0,007 0,004 0,002 0,001 一
一

78.0

37 2170 鱒2.2,3 0,009 0,006、0,004 0,002 0,002 0,002 0,001 } 22.0

38 2260 ・」2・3"
一

0.01 0,00S 0,006 0,003 0,001 0.0009 0.0008 一30 .0

39i2040 鱒2.0,, 0,009 0,006 0,003 0,002 0.0009 0.0007 一 一 22.0

412350 ,,2.4縛
一 一 一

0,009 0,007 0,003 0,001 0.0009 0.0007 一 一 1LO

本 均 0.00812 0。007ρ.0046 iO,003 0。00176, 0。00126、 0.00056 [一1 37.0

邸 チ15分 後 ニ ハ 血 中 「コ ン ゴー 、 ロ ー ト」量 李

均O・00812gr%e示'i、105分 後 ニ モ 爾 李 均

O・OOI26gr%テ 示 シ、120分 後 二 血 申 ザつ ンゴ ー 、

ロ ー ト」テ 謹 明 ス ル コ ト能 ハ ザ リ シ2例 ア ル モ 、

残 リ3例 ハ 尚 軍 均0.OO14gr%テ 示 シ、135分 後

ニ ハ 血 中 「コ ン ゴ ー 、 ロー ト」量 テ謹 明 ス ル コ ト

能 ハザ リキ。

「コ ンゴー
、 ロー ト」系 撒 ハ李 均37.0子 算 セ リ。

小 括

結 核 感染 家 兎 二就 キ テ、血 中 ヂコ ンゴー、ロー ト」

ノ時 間 的 浦 長 ヲ 窺 フニ、 牛型 菌5⑪ 分 ノ1竈 ラ

以 テ罹 患 セ シ メタ ル家 兎 二於 テ ハ健 康 家 兎 ト比
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較 シテ15分 後 拉 二60分 後 ノソ レハ殆 ン ドー 致

スル ガ如 シ。10分 ノ1駈 量 ノ牛 型 結 核 菌 感 染 家

兎 二於 テ ハ 健 康 家 兎 ノ 場 合 ト比 較 シテ15分

後 ニ ハ 血 中 「コ ンゴー 、 ロー ト」 ノ潰 失 量 亭 均

O・0002gr%、90分 後 ニ ハ李 均O.OOO174gr%ノ

逞 延 テ示 セ リ。1薩 量 ノ牛 型 結 核 菌 感 染 家 兎 二

於 テ ハ健 康 家 兎 ノ揚 合 ト比較 シテ15分 後 ニ ハ

血 中 「コ ン ゴー 、u一 ト」ノ消 失量 李 均0・00212

gr%、90分 後 ニ ハ 軍 均O.OOIIlgr%ノ 遅 延 ヲ

示 セ リ。 之 テ要 スル ニ、 牛 型 結核 菌 デ以 テ感染

セ シメ タル結 核 家 兎 ハ其 ノ菌 量 ノ多 キ モ ノ程 血

中 「コ ン ゴー 、 ロー トノ 除 去 能 力 二減 弱 アル テ

認 メタ リ。
　

「コ ン ゴー
、 ロー ト」系 撒 ハ健 康 家 兎 ノ場 合、 李

均20・0ラ 算 シ、 第1群 ノ場 合 、李 均28.0ラ 算

シ、 第2群 ノ揚 合 李均17・Oデ 算 シ、 第3群 ノ

場 合 李 均37.0テ 算 セ リ。 即 チ第1群 ノ 場 合 ハ

健 康 家 兎 ノ場 合 二比 較 シ、血 中 ザコ ンゴー 、ロー

ト」 ノ時 間 的 溝 長 略1等 シキ ニ 拘 ハ ラズ。 ソV

第6表 健 康 人 尿 注 射 家 兎 二於 ケ,レ血 中 「コ ソ ゴー、

系 撒 ノ檜 加 ア リb叉 第2群 ノ場 合 、 ソ ノ除去能

力 稽 遅 延 スル ニ拘 ハ ラズ、 ソ ノ系撒 ノ減 少 ア リ

ト難 モ、 第3群 ノ揚 合 ノ如 ク、 ソ ノ除 去能 力 二

著 明 ノ逞 延 アル場 合 二於 テ ハ、 ソノ系鍬 二著 明

ノナ曾カロアル テ認 メタ リ。

第 三 節 健 康 人 尿 注 射 家 兎 ノ成 績

1933年 松 浦 氏 ハ健 康 人尿 中 二肝 臓 ノ色 素 排泄 機 ・

能 デ著 明 二充 進 セ シム ル物 質 ノ存 在 スル コ トテ

謹 明 セ リ。 余 ハ前 章記 載 ノ方 法 テ慮 用 シテ健 康

人 尿 ガ 血 中 二輸 入 セ ラレ タル 「コ ン ゴー、 ロー

ト」量 ノ時 間的 清長 二如 何 ナ ル 影 響 ラ及 ボ スベ

キ ヤ ラ實験 研 究 セ リ。 即 チ撒 年 來 未 ダ罹 患 セル

コ トナ ク、 日々業 務 二精 働 セ ル 所 謂 健 康人 尿

3.0琵 テ健 康 家 兎 ノ 耳艀 脈 内 二注 射 セル後1分

時 ニ シテ概1。0立 毛 ノ#J二 〇.5%「 コ ンゴーsロ

ー ト」水 溶 液 テ耳 静 脈 内 二注射 セ ル後15分 毎 二

心 臓穿 刺 ニ ヨ リ探 血 シ、 血 清 分 離 テ挨 チ奉書紙

上 二作 レル 血 清滴 嫁 テ標 準 比 色血 清 滴 像 ト比 色

セ ル ニ第6表 二示 ス如 シ。

ロー ト」量 ノ時間的消畏

1馨黎輝 難
號

i尿
性 注射量色 素1

注遡
血 中 「コ ソ ゴー、 口・一 ㌧ ノ時 間 的残 存 量(gr%)

1コ ソ ゴ

顯
、 ロ

ー ト」

系 撒
・副 副4y副7げ 【9σ1・ ・ぴi・2σ

一
42 2100i1 ♂3.OGG 2.1α α10.006P,004 0,002 0・0009i-{一 … 一 15.0

44
-

45

1800
享一 「

♂i,, 1.8,,
1

0.006[0.004 0,003 0.COO9 一 一 一 一 15.0

2000

一 「

舎　
♀一
♀

,, 2.0,, 0.007}0.005 0,003 0,002 0.0007一 一 一 29.0

46 】950

二
丑
L±
15

,, 2ゆ"/0⑳60・003 0,002 0,002 0.0006一 一 一 33.0

48 、 1370 陰懸 1.9、,「0.0060.004
1

0,002 0,001 一 一 一 一 17.0

李 均10。00620.004 0.0024 0.00!36 0.00026一 一 一 22.0

即 チ15分 後 ニ ハ 血 中 ドコ ン ゴ ー 、ロ ー ト」量ZF均

0。0062gr%テ 示 シ、60分 後 ニ ハ 尚0.OO136gr%

ラ示 シ、75分 後 ニ ハ 血 中 ザコ ン ゴ ー 、v一 卜還

テ 謹 明 ス ル コ ト能 ハ ザ リ シ3例 ノ外 、2例 ハ 血

中 「コ ン ゴー 、 ローF」 量O.OOO6Sgr%テ 示 セ ル

モ 、90分 後 ニ ハ 血 中 「コ ン ゴー 、 ロ ー ト」量 テ謹

明 ス ル コ ト能 ハ ザ リ キ。

以 上 ノ如 ク 、 健 康 人 尿 注 射 後 ノ血 中 「コ ン ゴ ー 、

ロ ー ト」ノ時 間 的 禰 長 テ 健 康 家 兎 二 「コ ン ゴー 、

ロ ー ㌧ ノ ミラ 注 射 セ ル 揚 合 ノ ソ レ ト比 較 ス ル

ニ15分 後 ノ ソ レ ハ 殆 ン ドー 致 ス ル ガ 如 シ ト難

モ、 前 者 二於 テハ90分 後 ニ ハ血 中 「コ ンゴー、

ロー ト」量 ラ謹 明 ス ル コ ト能 ハ ズ。之 ラ要 スル ニ

健 康 人 尿 中 ニ ハ血 中 「コ ンゴー、 ローF」 テ著 明

二除 去 スル アル物 質 ノ存 在 スル ラ知 レ リ。

「コ ンゴー
、ロー ト」系籔 ハ卒 均22・0テ 算 セ リ。

第 四 節 肺 結 核 患 者 尿 注 射

家 兎 ノ成 績

前 節 實 験 ニ ヨ リー 定 ノ成 績 ヲ得 タル ニ鑑 ミ、 本

實 験 二於 テ肺結 核 患 者 尿 ガ血 中 二輸 入 セ ラ レタ

ル 「コ ンゴー.ロ ー ト」量 ノ時 聞 的 清 長 二如 何 ナ

ル影 響 テ及 ボ スベ キ ヤ テ實 験 研 究 セ リ。
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即 チ 「レ ン トゲ ン」像 、 其 ノ他 諸 種 検査 ノ結 果 テ

参 考 トシ、理 學 的所 見 二依 リ肺 結 核 ノ診 断 ヲ確

認 サ レ、 シカ モ合 併 症 ラ伴 ハ ザ ル今 村 内科 入院

患 者 ニ シテ今 村 教 授 ノ分 類 法 二從 ヒ各症 テ分 類

セ シ患 者尿 二就 キ テ前 節 記 載 ノ如 ク實験 テ試 ミ

タ リ。使 用 セ ル尿 ハ縮 テ病 的 反 慮 テ現 ハ サ ・"リ

シモ ノニ シテ、 其 ノ比 重 ハ1010ヨ リ1030ノ 間

ニ ア リ シモ ノ ナ リ。

第 一 項 重 症 肺結 核 患 者 尿

第7表

重 症 肺 結 核 患 者 尿3.o耗 ヲ健 康 家 兎 ノ耳 静脈 内

二注 射 後1分 時 ニ シテ、毎 冠0・5%「 コ ンゴー、

ローFJ水 溶 液1.0妬 テ便 二耳静 脈 内 二注 射 セ

リ。 而 シテ毎15分 後 二心臓 穿 刺 ニ テ動 脈 血 テ探

血 シ、 血 清 分 離 テ挨 チ、 奉 書 紙 上 二血 清 滴 像 テ

作 リ、 溶 血 ナ キ モ ノ ・ミニ就 キ テ、 標 準 比 色 滴

像 ト比 色 シ、次 テ血 中 「コ ンゴー、 ローbJ量 デ

測 定 セル ニ第7表 二示 ス如 シe

重症肺結核患者尿注射家兎 二於 ケル血 中「コ ソゴー、 ロー ㌧ 量 ノ時間的清長

鶏 髄 簾 性
50

[
51

}
52

一
54

}
55

1960

2000

2010

1800

1950

1♂

三E
三 ユ

5♀

7,,

病症

重

,,

9}

,,

尿
注射量

3.Uc.c

色 素注射
量

2.Oca

2.O,,

2.0,,

1.8,,

2.O,,

均

血 中 「コ ソゴ ー、m一 ト」ノ時 間 的残 存 量(gr%)

・5・1訓45・

OOOO60.0040.002

O,005

O.005

O.005

0.005

0.0052

O.002

0.003

而
0。003

0.0028

0.0009

0.001

0.002

0.001

O.00138

6・・175・9・ ・1・ ・5・{・2・i

O.OOO4

0.0007

0。00022

コ ソ ゴ

ー
、 ロ

ー ト」

系 倣

7.0

0

0

14.0

0

4.0

即 チ ユ5分 後 ニ ハ 血 中 「コ ン ゴー 、ロ ー トJ量 李 均

0.0052gr%テ 示 シ、45分 後 ニ ハ0.00138gr%テ

示 シ、60分 後 ニ ハ 血 中 「コ ン ゴー 、 ロ ー ト」量 テ

謹 明 ス ル コ ト能 ハ ザ リ シ3例 ノ外 、2例 ハ 軍 均

0.OOO55gr%ラ 示 シ、75分 後 ニ ハ 血 中 「コ ン ゴ

ー 、 ロ ー ト」量 テ謹 明 ス ル コ ト能 ハ ザ リキ 。

第8表 中等症 肺結核 患者尿注射家兎 二於 ケ,レ血中「コソゴー、

「コ ンゴー一
、 ロー ト」系撒 ハ卒 均4.0テ 算 セ リ。

第 二項 中等 症 肺 結 核 患 者 尿

中等 症 肺結 核 患 者 尿3・0耗 テ健 康家 兎 ノ耳静 脈

内 二注射 後1分 時 ニ シテ前 記 同 檬 方 法 ニ ヨ リ血

中 「コ ンゴー 、 ロー ト」量 テ測 定 セ ル ニ第8表 二

示 ス如 シ。

ローb」量 ノ時間的潰 長

馨黎 性
1

病症
血 中 「コ ソゴ ー、 矯一 ト」ノ時 間 的残 存 量(gr%)

lfコ ソ ゴ

御㍉ ロ

ー ト」、

系 数

騒 顯
}

尿 色 素
謝 量1酬 量 ・ポ1訓4削6σ レ 紹9σ 倒 ・2σ

5612100 8
-

9
}

11
-

12
{

14

♂ 中 3.0αc 2」 αclO・007 0,005 0,002 0,001 _1_ 一 一 14.0

57i1840 ♂ ,, ,多 1.8,, 0,007 0,005 0,002 0,001 一 一 一 一 14.0一
59』
60

2150 皐 ⊥
⊥

纈,

,, 2.2,, 0,007 0,004 0,002 0,001 一 一 一 一{14
.o

2070

一
♀一
♀

,, 2.1,, 0,007 0,006 0,003 0,001 一 一 …
引14・o

61 2010 ,》 2.0,, 0,006 0,005 0,003 0,002 } 一 一 一 33.0

卒 均 0.0068 0,005 0.0024 0.0012 一 一 } 一1 18.0

即 チ15分 後 ニ ハ血 中 「コ ンゴー ロー ト」量 軍 均

O・0068gr%テ 示 シ、60分 後 ニハ 李均0、0012gr

%ラ 示 シ、75分 後 ニハ 血 中fコ ンゴー・、ロー ト」

テ謹 明 ス ル コ ト能 ハ ザ リキ。

「コ ンゴー
、v一 ト」系撒 ハ李 均18。0ヲ 算 セ リ。

第 三項 輕 症 肺 結 核 患 者尿

輕 症 肺結 核 患 者 尿3・0琵 テ健 康 家 兎 ノ耳静 脈 内

二注射 後1分 時 ニ シテ前 記 同様 方 法 ニ ヨ リ血 中

「コ ン ゴー
、 ロー トJ量 テ測 定 セル ニ第9表 ノ如

シo

即 チ15分 後 ニ ハ 血 中 「コ ン ゴー 、ロ ー トJ量 李 均

0・006gr%テ 示 シ、60分 後 ニ ハ0.00138gr%チ
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第9表 輕症肺結核患 者尿注射家兎 二於 ケル血 中「コ ンゴー、 ロー ト」燈 ノ時間的消長

性
色 素
注射量

血 中 「コ ソゴー 、 鴇一 ト」ノ時 間 的残 存 量(gr%)
舞コ ソ ゴ

ー
tロ

ーb

系 激

薯繍 曝 剛

・げ{副4引6σ 『7昭9σ1・ ・8i・2σ

62 2000

2000
-

2040
-

2130
-

1970

15
-

16
-

17
-

20
-

21

笠
ユ

ユ

主

♀・1

輕一

⊥
⊥
⊥

β,

3。0¢α

,多

£・0鉱。io・007 0,005 o欄o㎜ ヒ 一 一 一 29.0
}

63 2.0り 0,007 0,005 0,005 0.0009 一 一 一 一 13.0
一
65 ,, 2.0,, 0,005 0,004 0,002 0,001 0.0007 … 一 一 20.0

}

66 ,貴 2.1,, 0,006 0,004 0,003 0,002 0,001 一 一 一 33.0
一
67 ,, 2。0,, 0,005 0,004 0,002 0,001 一 … 一 一 20.0

李 均 0,006 0.0048 0,003 0.00138 0.00034 ㎜ 一 一 23.0

示 シ、75分 後 ニ ハ血 中9コ ンゴー 、ロー ト」量 テ

謹 明 スル コ ト能 ハ ザ リ シ3例 ノ外 、2例 ハ軍 均

O・OOO535gr%テ 示 セ ル モ、90分 後 ニ ハ血 中 「コ

ンゴー 、 ロー ト」量 テ読 明 スル コ ト能 ハ ザ リキ。

「コ ンゴー、 ロー トJ系撒 ハ李均23・0テ 算 セ リ。

小 括

重 症 肺 結 核 患 者 尿 テ注 射 セ ル家 兎 二於 ケ ル血 中

「コ ンゴー、 ロー トJ量 ノ時 間 的 消 長 ヲ窺 フニ、

健 康 人 尿 注 射 家 兎 ノ場 合 ノ ソ レ ト比 較 シテ、15

分 後 ニハ血 中 「コ ン ゴー、 ロー トJ量李 均0・001

gr%、45分 後 ニハ卒 均0.00102gr%ノ 除 去能

力 促 進 ア リ。60分 後 ニハ後 者 ハ総 テ血 中 「コ ン

ゴー、ロー ト」テ護 明 シ得 タ リ ト難iモ、 前 者 ハ之

テ謹 明 シ得 タ ル モ ノ ト、 謹 明 シ能 ハ ザ リ シモ ノ

トナ リ。謹 明 シ得 タ ルモ ノハ、ソ ノ李均0.OO102

gr%ノ 除去 能 力 促進 ア リ。 而 シテ75分 後 ニ ハ

之 ラ謹 明 シ得 ザ リキ。 郎 チ重 症 肺結 核 患 者 尿 中

ニ ハ健 康人 尿 ヨ リモ血 中 「コ ン ゴー 、 ロー トJ量

ラ著 明 二除 去 ス ル能 力 アル物 質 ノ存 在 スル コ ト

テ知 レ リ。

中等 症 肺 結 核 患 者尿 テ以 テ セル實 験 成 績 ラ健 康

人 尿 テ以 テセ ル場 合 ノ成 績 ト比 較 スル ニ、 前 者

ハ15分 後 ニハ李 均0・0006gr%ノ 除 去 能 力遅 延

テ示 シ塾60分 後 ニ ハ李 均0。00016gr%ノ 除 去 能

力 促 進 テ示 シ、75分 後 ニ ハ血 中 「コ ンゴー、 ロ

ー ト」テ詮 明 スル コ ト能 ハ ザ リキ。然 レ ドモ後 者

ハ75分 後 二爾 血 中 「コ ンゴー、ロー一ト.Jテ謹 明 シ

得 タル モ ノ ア ・。 即 チ中等 症 肺結 核 患 者 尿 中 ニ

ハ健 康 人 尿 ヨ リモ血 中 「コ ンゴー 、 ロー一トjノ除

去 能 カ テ梢 丸僅 カニ促 進 セ シム ル物 質 ノ存 荘 ス

ル テ知 レ リ。
の

輕 症 肺 結 核 患 者尿 テ以 テ セ ル實 験 成 績 ラ健 康人

尿 テ以 テ セ ル場 合 ノ成績 ト此 較 ス ル ニ 前 者 ハ

15分 後 ニハ0.0002gr%ノ 除 去 能 力 促 進 テ示 シ、

60分 後 ニ ハ0.00002gr%ノ 微 量 ノ促進 テ示 シ、

75分 後 ニ ハ0。00031gr%ノ 促 進 ア ル テ示 セ リ.

即 チ輕 症 肺 結 核 患 者 尿 中 二 存 在 スル血 中 「コ ン

ゴー、ロ ー ト」ノ除 去能 力 テ促 進 セ シムル物 質 ハ

健 康 人 尿 中 二存 在 スル ソ レ ト殆 ン ド等 シキガ如

シ。

「コンゴー、 ロー ト」系撒ハ、健康人尿注射 ノ場

合、李均20。0テ 算 セルニ、本實験二於テハ、重

症肺結核患者塚注射 ノ場合李均4。0テ 算 シ、中

等症肺結核患者尿注射 ノ場合李均18・oテ 算 シ、

輕症肺結核患者尿注射 ノ場合李均23・0テ 算 セ

リ。即チ輕症肺結核患者尿注射 ノ場合ハ、健康

人尿注射 ノ場合二比較 シテ血中「コンゴー、ロー

ト」ノ時間的浦長二大差ナク、 ソノ系撒略 篭等

シ。中等症肺結核患者尿注射 ノ揚合ハ、健康人

尿注射 ノ場合二比較 シ、 ソノ除去能力稽 ㌃促進

アウ、而 シテソノ系撒稽 篭減少 アリ。

重症肺結核患者尿注射 ノ場合ハ健康人尿注射 ノ

場合二比較 シ、 ソノ除去能力著明二促進 アリ、

而 シテソノ系撒亦著明ノ減少 アリ。

第四章 實験総括及ビ結論

余 ハ1.0%「 コ ンゴーbロ ー トJ(GrUbler)水 溶 液 ヲ家 兎 血 清 ニ テ順 次 稀繹 シ、奉 書紙 上 二 「コ ン
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ゴー、 ロー ト」量0.01gr%ヨ リ0.OOO2gr%二

至 ル19種 ノ各 稀 繹 「コ ンゴー 、v一 ト」含有 血 清

滴像 テ作 製 セ リ。之 テ標 準比 較 血清 滴 像 トセ リ。

而 シテ家 兎 耳静 脈 内 ニー 定 量 ノ「コ ンゴー、ロー

ト」水 溶 液 ラ注 入 シ、 時 間 的 二探 血 セル後 、分 離

セル血 清 テ以 テ奉 書 紙 上 二滴 像 ヲ作 リ、前 者 ト

比色 ス ル コ トニ ヨ リ大 約 血 中 「コ ンゴー、 ロー

ト」量 テ測 定 セ ン ト企 テ タ リ。惟 フニ比 色法 多 シ

ト難 モ滴 線 法 テ磨 用 セル モ ノア ル テ知 ラズ。 本

法 テ慮 用 セル如 上 ノ實験 テ総 括結 論 スル ニ次 ノ

如 シ。

健 康家 兎 ハ幼 若雌 雄 テ問 ハ ズ血 申 「コ ンゴー、ロ

ー ト」除 去能 力 テ有 シ
、ソ ノ時 間的 消長 二大 差 ナ

キ ガ如 シ。結 核 感 染 家 兎 ハ血 中 「コ ンゴー、ロー

トJ除去能 力 テ有 スル モ健 康家 兎 二比 シ、ソ ノ時

間的 消 長 二差 異 ア リ。 殊 二感 染菌 量 ハ ソ ノ差 ヲ』

著 明 ナ ラシ メ菌 量 多 キ ニ從 ヒテ血 中 「コ ンゴー 、

ロー ト」除 去能 力 ラ遅 延 セ シム ル ガ如 シ。換 言 ス

レバ重症 結 核 程 ソ ノ除 去 能 力 テ遅 延 ス ト言 ヒ得

ベ シ
。

健 康人 尿 中 ニ ハ血 中 「コ ンゴー 、 ロー ト」除 去機

能 テ著 明 二充 進 セ シム ル物 質 存在 スル モ ノ ・如

シ。余 ノ實験 成績 ニ ヨ レバ血 中 二輸 入 セ ラ レ タ

ル「コ ンゴーsロ ー ト」ハ75分 後 又 ハ90分 後 ニ

ハ全 ク謹 明 ス ル テ得 ズ。 「コ ン ゴー、 ロー トJノ

ミ注射 セ シ健康 家 兎 ノ成 績 二比 シ著 シ ク除 去 時

闇 テ短 縮 セ リ。 叉 肺 結 核 患 者尿 テ以 テ セル實 験

成績 ニ ヨ レバ輕 症 肺 結 核 患 者尿 中 二存 在 スル血

中 「ゴ ンゴー 、 ロー トJ除去作 用 テ促進 セ シムル

物 質 ハ健 康人 尿 中 二存 スル ソ レ ト大 差 ナ キ モ ノ

ノ如 シ。 中等 症 肺 結 核患 者尿 申 ノ ソ レハ、 健 康

人尿 中 二存 スル モ ノ ヨ リモ僅 ヵ二促 進 作 用 彊 キ

ガ如 シ。 特 二注 目 スベ キハ重 症 肺 結 核 患 者 尿 中

二存在 ス ル血 申 「コ ンゴー一、U一 ト.1除去 機能 テ

促進 セ シム ル物 質 ニ シテ、 上 記 両 者 二比 較 シテ

遙 二著 明 二促 進 セ シム ル コ ト之 ナ リ。

「コ ンゴー
、 ・一 ト」系撒 ハ健 康 家 兎 ノ揚 合 二於

テハ李均20.0ニ シテ結 核 感 染 家 兎 ノ中、大 量菌

感染 家 兎 ハ李 均37.0ヲ 算 シ、健康 人 尿 注 射 ノ揚

合 二於 テハ李均22・0ラ 算 シ、重 症 肺 結核 患 者 尿

注 射 ノ場 合 二於 テ ハ 李均4・0テ 算 シ大 約 血 中

「コ ンゴー 、 ロー トj除去能 力 ト拉 行 ス ル所 アル

ガ如 シ。 文 献 ニ ヨル ニ武 田氏 ハ健 康 家 兎 ニー 定

量 ノ「コ ンゴー、U一 ト」フ崎容液 テ血 申 二注 入 セ

バ105分 後 銑 二之 テ1血中 二詮 明 シ得 ズ ト云 ヘ

リ。余 モ亦 余 ノ方 法 テ用 ヒテ行 ヘ ル實 験 二於 テ

武 田氏 ノ業 績 二符合 スル成 績 ヲ得 タ リ.松 浦 氏

ハ健 康 人尿 中 二肝 臓 排 泄 機 能 ラ充 進 セ シム ル物

質 ノ存 在 スル コ トラ ドァ ゾxフ ク シン」ラ用 ヒテ

謹 明 セ リ。然 レ ドモ健 康 人 拉 二肺 結核 患 者尿 ガ

血 中 「コ ンゴー 、 ロー ト」ノ時 間 的 消長 二如何 ナ

ル影 響 テ齎 ス ヤ ノ實 験 ハ未 グ知 ラズ。余 ノ方 法

ニ ョル實験 成 績 ハ前 記 ノ如 クニ シテ、斯 クノ如

キ健 康人 拉 二肺 結 核 患 者 尿 中 二存 在 ス ル健 康 家

兎 ノ血 中 「コ ンゴー、 ロー ト」除 去機 能 テ充 進 セ

シム ル物 質 ノ本 態 二關 シテ ハ未 ダ不 明 ニ シテ將

來 ノ研 究 二挨 タザ ル ベ カ ラズ 。而 シテ本 實 験 ニ

テ ハ血 申 「コ ンゴー一、 ロー トjノ時 間的 消長 テ窺

知 シ得 ル モ ノニ シテAdleru.Reimann爾 氏

ノ假 説 ノ如 ク網 獣織 内被 細胞 ノ囁 取 機 轄 ニ ヨル

モ ノナ リヤ將 又 武 田 、松 浦 諸 氏 ノ報 ぜ ル如 ク圭

トシテ肝 臓 ヨ リス ル排 漉 機 轄 ニ ヨル モ ノナ リヤ

ノ制 別 二資 ス ル テ得 ズ ト錐 モ本 法 ハAdleru.

Reimann氏 法 ヨ リモ簡 易 ナ ル血 中 「コ ンゴー、

ロー ト」ノ謹 明 法 ナ ル ベ シ。

余 ハ奉 書 紙 上 二 「コ ン ゴー・一、 ロー ト」含 有 比 色 血

清 滴 像 テ作 製 シ、 之 ト被 検 滴 像 トテ比 色 ス ル コ

ト=ヨ リ血 中 「コ ンゴー、Pt・一 ト」ノ時 間 的 潰長

ラ知 ラ ン トスル方 法 テ案 出 セ リ。 本 法 ヲ用 フ レ

バ家 兎結 核(牛 型 結核 菌 量 ニ ヨル)ノ 輕 重 ラ知 リ

得 ル ノ ミナ ラズ、 肺 結 核 患 者 尿 ニ ヨ リ同患 者 ノ

病 症 如何 ヲ知 リ得 ル モ ノ ト信 ズ。 弦 二如 上 ノ實

験 テ結 論 スル ニ次 ノ如 シ。

(1>健 康 家 兎 二膣 重1冠i二 付0.5%「 コ ンゴー 、

ロー トJオk容液1・0立毛テ静脈 内 二注射 ス レバ105

分 後 ニハ モ ハ ヤ 血 中 「コ ンゴー 、 ロー ト」テ認 メ

得 ズ。

(2)結 核感 染 家 兎 ハ 健 康 家 兎 二比 シ血 中 「コ ン
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.ゴー、ロー トJ除去 能 力 ノ減 退 テ示 ス。 殊 二大 量

ノ牛 型 結 核菌 テ以 テ感 染 セ シメタ ル結 核 家 兎 ニ

ア リテハ著 明 ノ減 退 テ示 ス。

(3)健 康 人 尿 中 ニハ健 康 家 兎 ノ血 中 「コ ンゴー、

V一 トJ除 去能 力 テ促進 セ シム ル物 質 存在 ス。

(4)重 症 肺 結 核 患 者 尿 中 ニハ健 康 人 、 輕 症 拉 二

中 等症 肺 結 核 患 者 尿 ヨ リモ健 康 家 兎 ノ 血 中 「コ

ンゴー、ロー ト」除 去 能 力 テ著 明 二促 進 セ シム ル

物 質 存 在 ス。

(5)rコ ンゴー ロー トJ系撒 ハ大 約 血 中 「コ ンゴ

ー
、ロー ト」除 去能 力 ノ指針 トスル テ得 ベ シ。

稿 テ終 ル ニ臨 定懇 篤 ナ ル御指 導 ト御 校 閲 韻 易リ

タル恩 師 今 村 教授 、及 清 野 元助 教 授 二謹 ミテ深

ク謝 意 テ表 ス。

(本稿 ノ大 要 ハ昭和9年4月2日 、日本 結 核病學

會 二於 テ演 設 セ リ)。
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